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１．はじめに

建設プロジェクトの生産過程を合理的に
計画・実施し、その結果としてわかった
問題を適切に処理して生産活動を継続す
る一連の活動が「マネジメント活動」

生産活動を計画に沿って

うまく継続するための活動



本研究では

プロジェクトが抱えている
「リスク」に着目

リスクマネジメント



２．目的

建設プロジェクトでの所要期間

現状の建設

プロジェクト
確定値で計画

リスクが存在

モンテカルロ法を用いて確率分布

で設定すべきであると考える



Microsoft Project PERT MASTER

確定値とするのか？

確率分布で表現すべきか？

比較

所要期間の設定法の問題点

について検討



３．事例による検討
（１） 確定値（MSP）



（２）確率分布（PMT）





図－5 Entire Plan : Duration



図-6 Analysis result

楽観値 １９日

悲観値 31日

期待値 24日



MSPで作成したプロジェクト

４．考察

確定値で計画

タスク タスク

相関性を考えない



10日必要とする工程

5日必要とする工程

3日間延期

10日必要とする工程

5日必要とする工程

3日間延期

3日間延期

延長期間 0日

相関性 なし

相関性あり



短いプロジェクト

１日のズレが生じた

長期間のプロジェクト

何週間～何ヶ月、何年

というプロジェクト

延長の危険性

相関性を持つ確率分布で

表現することでリスクが低減できる



５．卒論に向けて

現状におけるスケジュール
の問題点が判明した

解決法を考えていきたい


